「国吉　康雄　展」　　ベネッセ アートサイト直島の原点
　「ベネッセハウス」があることで名高い「直島」（宇野港からフェリー20分の瀬戸内海の島）では、「瀬戸内国際芸術祭2013」の一環として、福武コレクションが「国吉康雄」の作品を集めた展覧会が開催（13.3.20〜6.9）されている。
　「ベネッセ」とは旧「福武書店」で、現在は“教育・語学・生活・福祉”の分野中心に広範囲な事業を展開しているコーポレーションである。
　「直島」は、穏やかな瀬戸内の風景の中で現代アートに触れることで、訪れる方一人ひとりが今の時代や社会を考え、自らを見つめる場所となっている。
「国吉康雄」（1889〜1953）は、岡山市出身で17歳時に単身渡米して修行をして20世紀前半にアメリカを拠点に活躍して国際的に名声を博した洋画伯である。
　本展覧会では、“ベネッセアートの原点”と題して、優れた作品群を時代や社会情勢に流されることなく、自分が真摯に考え続けていたことを示しており、画伯なくして「直島」はなかったと説明されている。
　主な展示作品は、ポスターの「ミスター・エース」（1952年）の他、「逆さのテーブルとマスク」（1940年）、「化粧」（1927年）などである。
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